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固定資産評価審査委員会 委員

山
やま

村
むら

　靖
やす

子
こ

さん（高畠）　※再任に同意

人　事

【購入予定価格】　５，９９５，０００円
【購 入 先】　ふみや文具店

財産の取得

工事が進む亀岡地区公民館

１２月
定例会

提出議案等は２４件

会期
　１２月１０日（火）～２０日（金）

補正予算  …………… ８件

条　　例  …………… ７件

人　　事  …………… １件

財産の取得　………… ２件

専決処分の報告  …… １件

専決処分の承認  …… １件

指定管理者の指定　… ２件

その他  ……………… ２件

いずれも原案どおり可決

３Point

１Point

２Point

【購入予定価格】　１１，８２７，９９２円
【購 入 先】　特定非営利活動法人　行政文書管理改善機構

新庁舎文書保管棚の購入

高畠町交流センターの設置
　現在の中央公民館が取り壊されることにより、新庁舎に
「高畠町交流センター」として貸し出しスペースを設ける。
　使用料は表のとおり。

区　　分 午　前 午　後 夜　間

大 会 議 室 1,390 円 1,390 円 1,750 円

研修室１と２ 840 円 840 円 1,050 円

研 修 室 １ 550 円 550 円 700 円

研 修 室 ２ 550 円 550 円 700 円

交 流 広 場 1,260 円 1,260 円 1,570 円

請　願　　　　２件

亀岡地区公民館備品の購入

〈料金表〉

いずれも全会一致で採択

施行日　令和７年６月１日

ン
サ
ン
ブ
ル
東
北

◆
指
定
の
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日

～
令
和
12
年
３
月
31
日

問
　
運
営
に
あ
た
り
、
新

た
な
発
想
が
出
る
よ
う
な

指
導
を
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

答
　
い
ろ
ん
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
見
い
だ
し
、
利
用
者

増
に
つ
な
が
る
よ
う
に
連

絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
。

問
　
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
伴
い
、
い
ま
ま
で
中

央
公
民
館
の
一
室
で
勉
強

し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、

今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
当
面
の
間
は
げ
ん
き

館
の
一
室
を
利
用
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
施
行
日

　
　
令
和
７
年
４
月
１
日

2025.1. 20 －３－

補正
予算

補正総額
５億３２９４万円

可決
全会一致

議
案
審
議

主な会計
　　一般会計　２億４０２９万円（総額１６０億５４７１万円）
　　国保会計　　　５１３０万円（総額　２６億４４０９万円）

◆
指
定
団
体

公
益
財
団
法
人

　
　
浜
田
広
介
記
念
館

◆
指
定
の
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日

～
令
和
12
年
３
月
31
日

◆
指
定
団
体

株
式
会
社
ス
テ
ー
ジ
ア

指
定
管
理
者
の
指
定

　まほ
ろ
ば
・
童
話
の
里

「
浜
田
広
介
記
念
館
」の

指
定
管
理
者

中
央
公
民
館
の
廃
止

高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル
の

指
定
管
理
者

【町税収入】

◦個人町民税 　１０００万円
◦法人町民税 　１０００万円
◦固定資産税 　２０００万円
◦たばこ税 　１５００万円

【注目事業】
◦産地パワーアップ　　３７７５万円
（水稲乾燥機補助　１施設分）

◦体育施設設備　　　　１０４０万円
（中央公民館解体に伴う電気設備等工事）

◦移住推進支援（１件分）�３００万円
◦定住推進フォーチュンタウン駅西助成
　（４件分）残り４区画�  ４２４万円

問
　
占
用
料
金
の
増
減
に

は
、
固
定
資
産
の
土
地
の

評
価
も
関
係
す
る
の
か
。

答
　
３
年
に
一
度
の
評
価

替
え
に
よ
る
評
価
に
よ
っ

て
占
用
料
は
増
減
す
る
。

評
価
が
下
が
っ
た
地
域
は

占
用
料
も
下
が
る
。

　
施
行
日

　
　
令
和
７
年
４
月
１
日

・
前
号
の
２
ペ
ー
ジ
、
庁

舎
周
辺
工
事
ほ
か
の
事

業
費
が
１
億
５
８
６
３

万
円
と
あ
り
ま
し
た
が

15
億
８
６
３
８
万
円
の

誤
り
で
し
た
。

・
19
ペ
ー
ジ
、
「
二
井
宿

キ
ャ
ン
プ
場
白
紙
撤
回

の
真
相
と
今
後
に
つ
い

て
」
の
中
で
、
住
民
の

反
対
多
数
と
あ
る
の
は

一
部
の
誤
り
で
、
多
数

決
を
取
っ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

道
路
占
用
料
の
改
正

お
詫
び
と
修
正
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総 務
文 教

高 校 魅 力 化

【
視
察
日
】

　
　
10
月
28
日
（
月
）

　
教
育
の
ま
ち「
和
気
」

を
目
指
し
教
育
環
境
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
　

　
当
町
に
お
い
て
は
、

高
畠
高
校
の
入
学
者
数

を
増
や
す
た
め
に
就
学

支
援
金
や
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
通
学
無
償
な

ど
金
銭
面
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
和
気

町
で
は
町
内
に
あ
る
和わ

気け

閑し
ず

谷た
に

高
校
に
対
し
て

金
銭
面
で
の
支
援
は
行

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
町
内
の
入
学
者
数
を

増
や
す
こ
と
が
目
的
で

は
な
く
、
町
外
か
ら
の

移
住
者
や
生
徒
が
こ
こ

で
学
び
た
い
と
い
う
環

境
に
予
算
を
費
や
す
施

策
を
出
し
て
い
る
。
特

別
な
進
学
校
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
の
で
、
生

徒
数
が
増
え
て
い
る
の

は
多
様
性
を
生
か
し
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　
高
畠
高
校
も
県
立
高

校
で
あ
る
た
め
に
、
県

教
育
委
員
会
や
県
に
対

し
て
の
働
き
か
け
が
必

要
で
あ
る
と
同
時
に
、

独
自
の
教
育
や
町
全
体

で
教
育
に
対
す
る
環
境

を
整
え
て
い
く
こ
と
が

結
果
と
し
て
高
校
の
魅

力
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
思
う
。

　
ま
た
、
地
域
と
の
懸

け
橋
と
な
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
力
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
こ
と
か

ら
、
入
学
者
減
少
に
対

す
る
施
策
と
共
に
、
将

来
を
見
据
え
た
施
策
に

早
期
か
ら
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ

た
学
び
の
多
い
研
修
で

あ
っ
た
。

岡山県和
わけちょう

気町を視察

少子化・
人口減少対策

岡山県奈
なぎちょう

義町を視察

【
視
察
日
】

　
　
10
月
29
日
（
火
）

　
他
市
町
村
や
外
国
か

ら
も
視
察
に
来
る
な
ど

取
り
組
み
や
結
果
を
出

し
た
こ
と
は
模
範
と
な

る
べ
き
と
こ
ろ
も
多
い

が
、
自
然
減
少
や
人
口

の
社
会
増
に
つ
な
げ
る

の
は
、
ど
こ
の
自
治
体

も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
１
億
円
を
捻

出
し
た
行
動
や
成
果
が

き
ち
ん
と
表
れ
て
い
る

の
は
評
価
す
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
と
感
じ
た
。

　
少
子
化
対
策
を
子
育

て
世
代
だ
け
の
問
題
に

す
る
の
で
な
く
、
町
民

全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
域
と
行
政
が
つ

な
が
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
に
加
え
、
町
民
同

士
で
支
え
合
う
子
育
て

サ
ポ
ー
ト 
施
設
「
な

ぎ
チ
ャ
イ
ル
ド
ホ
ー

ム
」
が
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
内
の
需

要
と
供
給
を
生
か
し
た

「
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
事

業
」
の
開
始
や
、
企
業

誘
致
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。 

　
当
町
も
未
来
に
目
を

向
け
、
改
め
て
独
自
の

取
り
組
み
を
考
え
、
議

会
も
当
局
も
追
随
す
べ

き
も
の
と
確
信
し
た
。

町
民
と
共
に
住
み
や
す

い
町
を
創
る
こ
と
の
大

切
さ
を
さ
ら
に
感
じ
た
。

これからの
　高畠高校支援

　
岡
山
県
和
気
町
で
高

畠
高
校
魅
力
化
に
つ
い

て
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　
当
町
と
し
て
も
、
学

校
側
と
の
協
議
の
う
え

で
、
支
援
策
や
方
向
性

を
ま
と
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
金
銭
的
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
は
必
要
だ
と
感

じ
る
と
同
時
に
、
学
校

の
魅
力
化
（
ソ
フ
ト

面
）
を
強
化
し
、
地
域

全
体
で
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
が
大
き
な
目
的

で
あ
り
、
今
後
も
地
区

内
外
へ
の
発
信
を
行
い
、

２
年
間
で
魅
力
を
引
き

出
せ
る
よ
う
後
押
し
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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産 業
厚 生

有 機 農 業

①
地
域
認
証
制
度

◦
10
月
10
日
、
町
内
直  

売
経
営
者
と
意
見
交
換

会
を
開
催
。

◦
肯
定
的
な
意
見
、
事

務
対
応
が
難
し
い
意
見

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
ご

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
。

◦
今
後
、
準
備
部
会
を

立
ち
上
げ
、
デ
ザ
イ
ン

や
詳
細
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
作
成
を
進
め
た
い
。

②
自
給
野
菜
組
合

◦
各
組
合
と
も
高
齢
化

に
な
っ
て
い
る
。
組
合

員
が
固
定
化
し
て
お
り
、

新
し
い
方
が
入
り
に
く

い
面
が
あ
る
。
新
規
加

入
活
動
は
特
に
し
て
い

な
い
。

◦
出
荷
は
、
教
育
委
員

会
か
ら
献
立
提
示
後
、

各
校
と
打
ち
合
わ
せ
を

し
、
組
合
内
で
分
担
し

て
納
入
す
る
。

◦
栽
培
基
準
は
明
確
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
慣

③
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ル

　
シ
ェ

◦
11
月
10
日
開
催
。
餅

つ
き
な
ど
を
し
、
多
数

の
来
場
者
で
盛
況
だ
っ

た
。

④
農
と
ぴ
あ
大
交
流
会

　
今
年
で
４
回
目
の
開

催
。
過
去
最
高
の
約
60

人
が
参
加
。
町
外
か
ら
、

多
方
面
で
活
躍
中
の
４

人
、
置
賜
総
合
支
庁
か

ら
３
人
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
有
意
義
な
情

報
交
換
が
で
き
た
。

空 き 家 対 策

①
10
月
21
日
、
町
内
の 

特
定
空
き
家
を
視
察
。

（
８
件
／
31
件
）

◦
特
定
空
き
家
と
な
っ

た
原
因
は
様
々
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
ま
た
法
律

的
に
対
応
が
難
し
い
状

況
に
あ
る
。

◦
危
険
空
き
家
は
、
昨

年
２
件
、
今
年
２
件
解

体
し
て
い
る
。

②
空
き
家
は
４
０
０
件

以
上
あ
り
、
固
定
資
産

税
の
納
付
通
知
書
の
ほ

か
に
、
空
き
家
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
で
連
絡
、
新
規

空
き
家
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
て
い
る
。

③
空
き
家
持
ち
主
の
無

管
理
に
よ
り
、
近
隣
住

民
か
ら
の
苦
情
16 
件

あ
り
、
応
急
措
置
予
算

30
万
円
の
残
高
は
２
千

円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
風
雪
に
よ
る
被
害

が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

補
正
予
算
化
す
る
。

④
空
き
家
バ
ン
ク
物
件

２
件
売
却
。
中
古
住
宅

の
転
入
６
件
、
建
設
課

と
し
て
最
も
の
課
題
と

し
て
い
る
の
が
危
険
空

き
家
の
相
続
人
が
い
な

い
こ
と
。
文
書
通
知
を

し
て
い
る
が
応
答
が
な

い
状
況
。
周
辺
家
屋
に

危
険
を
及
ぼ
し
そ
う
な

物
件
が
３
件
あ
る
。
町

で
は
応
急
措
置
に
て
対

応
。

行
栽
培
や
有

機
栽
培
が
混

在
し
て
い
る

状
況
。

◦
来
年
度
か

ら
の
運
用
に

向
け
、
直
売

所
関
係
者
へ

の
説
明
、
生

産
者
へ
の
登

録
呼
び
か
け

を
進
め
て
い

く
。

【
視
察
日
】

　
　
11
月
５
日
（
火
）

①
村
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化

◦
農
協
職
員
の
東
谷
望

史
氏
の
熱
意
に
よ
り
昭

和
38
年
森
林
組
合
が
苗

木
を
育
て
、
村
全
体
の

取
り
組
み
と
な
り
、
そ

し
て
ゆ
ず
の
加
工
化
へ
。

◦
ゆ
ず
製
品
70
種
以
上

で
、
年
間
売
上
げ
は
約

28
億
円
（
令
和
５
年
）。

◦
村
全
戸
数
の
半
数
近

く
の
１
９
０
戸
が
ゆ
ず

農
家
。

◦
す
べ
て
の
農
家
が
化

学
系
肥
料
や
農
薬
、
除

草
剤
を
使
用
し
な
い
、

有
機
栽
培
を
行
っ
て
い

る
。 有 機 農 業

６ 次 産 業 化

高知県馬
うま

路
じ

村
むら

を視察
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広 報
広 聴

②
主
な
取
り
組
み
事
業

ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー

◦
馬
路
村
で
働
く
こ
と

で
収
入
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
休
日
は
自
由
な

休
暇
を
過
ご
せ
る
制
度
。

旅
行
で
は
味
わ
え
な
い

地
域
の
実
際
の
生
活
を

体
験
で
き
る
。

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
制
度

◦
地
域
産
業
の
担
い
手

を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
。

◦
組
合
員
は
７
事
業
者
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言

◦
耕
作
面
積
に
占
め
る

有
機
栽
培
面
積
の
割
合

は
全
国
１
位（
約
８
割
）

◦
全
ゆ
ず
農
家
が
有
機

に
準
じ
た
栽
培
に
取
り

組
み
、
加
工
残
滓
を
堆

肥
化
す
る
「
有
機
循
環

農
法
」
を
実
施
。

観
光
基
本
構
想
策
定

◦
企
業
と
の
包
括
連
携

協
定

◦
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催

オーガニック給食

高知県四
し

万
まん

十
と

市
し

を視察

【
視
察
日
】

　
　
11
月
６
日
（
水
）

①
学
校
給
食

◦
食
材
購
入
方
針
：
市

内
産
、
無
・
減
農
薬
食

材
優
先
使
用
。
米
は
、

無
・
減
農
薬
米
ほ
ぼ

１
０
０
％
使
用
。

②
四
万
十
ふ
る
さ
と

　
給
食

◦「
安
全
安
心
で
美
味

し
い
農
産
物
の
生
産
流

通
促
進
」
を
目
的
に
研

究
会
を
設
立
。

◦
市
内
の
畜
産
堆
肥
な

ど
有
機
物
を
施
用
し
た

「
土
づ
く
り
」
を
柱
と

し
て
、
独
自
の
栽
培
基

【
視
察
日
】

　
　
11
月
15
日
（
金
）

【
目
　
的
】

　
町
民
に
開
か
れ
た
議

会
運
営
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
町
民
や
各
種
団

議会懇談会の開催・
ＳＮＳによる情報発信

宮城県柴
しば

田
た

町
まち

を視察

査
を
行
っ
た
。

【
ま
と
め
】

「
議
会
基
本
条
例
」
に

よ
り
、
進
む
べ
き
方
向

性
の
確
認
や
議
論
を
続

け
る
こ
と
、
時
代
と
環

境
に
見
合
っ
た
内
容
で

あ
る
の
か
、
確
認
し
見

直
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
と
学
ん
だ
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
は
議
会
に
求

め
ら
れ
る
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
等
若
者
向
け
の
発

信
も
含
め
、
今
後
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
今
回
の
視
察

で
は
、
実
際
に
「
理
想

の
議
会
と
は
」
と
の

テ
ー
マ
で
、
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
形
式
の
議
員
間

討
議
を
実
践
。
一
定
の

持
ち
時
間
で
席
替
え
し
、

人
員
を
替
え
な
が
ら
の

話
し
合
い
で
は
よ
り
深

く
追
求
し
、
参
加
者
の

意
見
や
考
え
に
学
ぶ
こ

と
が
多
く
あ
っ
た
。
カ

フ
ェ
方
式
と
い
う
こ
と

で
意
見
が
出
し
や
す
く
、

最
後
に
は
各
グ
ル
ー
プ

が
意
見
を
発
表
し
、
全

体
共
有
す
る
こ
と
で
大

変
有
意
義
な
討
論
の
場

で
あ
っ
た
。
フ
ァ
シ
リ

準
「
四
万
十

こ
だ
わ
り
農

産
物
表
示
認

証
制
度
」
を

立
ち
上
げ
た
。

◦
認
証
制
度

は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
定
で
は
な

く
、
市
独
自

の
制
度
。

◦
認
証
委
員

会
は
生
産

者
・
消
費
者

代
表
市
、
県
、

Ｊ
Ａ
で
構
成
。

体
と
の
懇
談
会

を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
け
ば

よ
い
か
、
ま
た

議
員
間
討
議
に

つ
い
て
「
議
会

基
本
条
例
」
を

も
と
に
、
活
発

な
議
論
お
よ
び

活
動
を
行
っ
て

い
る
先
進
的
な

取
り
組
み
を
学

ぶ
た
め
視
察
調

2025.1. 20 －７－

委員会活動レポート

議 員 研 修 会

その他の
活動

【
研
修
日
】

　
　
10
月
25
日
（
金
）

【
場
　
所
】

　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン

　
グ

【
目
　
的
】

　
町
村
議
会
議
員
と
し

て
必
要
と
さ
れ
る
議
会

運
営
や
行
政
実
務
等
の

基
礎
知
識
を
習
得
す
る
。

【
内
　
容
】

講
演
①

令和６年度町村議会

『
議
会
が
守
る
べ
き
政

治
倫
理
と
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
と
議
会
の
取
り

組
み
』

　
弁
護
士

　
太
田
　
雅
幸
　
氏

講
演
②

『
議
事
機
関
と
し
て
の

質
疑
質
問
と
は
』

一
般
社
団
法
人
地
方
公

共
団
体
政
策
支
援
機
構

　
上
席
研
究
員

　
　
長
内
　
紳
悟
　
氏

　学校給食は、児童生徒の食に関する望ましい食習
慣を養い、心身の健全な発達に資するものである。
また、これまで各市町村では特色ある給食を提供し、
郷土愛の醸成や地場産品の消費拡大につなげる食育
を展開するなど、学校教育の一環として重要な役割
を果たしている。
　近年の子育て支援や少子化対策、義務教育の無償
化の観点から、小中学校の給食費を全額補助、また
は一部補助する市町村が増加しつつある。
　しかしながら、多額の出費を強いる給食費の無償
化は、厳しい地方財政をさらに圧迫するなどの懸念
から、実施に踏み切れない市町村も少なくない。加
えて、近年の様々な世界情勢や異常気象によって原
材料費及び燃料費が高騰し、値上げが相次いでいる。
そうした背景や財源の課題からこれまでに無償化を
取りやめた市町村も出ている。
　食育という教育を行うのに必要不可欠である学校
給食の無償化については、本来、児童生徒の多さ、

国による学校給食の無償化を求める意見書

財政の豊かさ等により市町村が判断するのではなく、
義務教育の段階においては、教科書と同様に無償化
することが望ましい。子どもの学びと成長する権利
を保障することは、国や私たち、社会全体の責任で
ある。
　こうした状況を鑑み、子どもたちの健やかな成長
を保障する質の高い学校給食については、国の責任
において財源確保を行い、全ての市町村が学校給食
の無償化を実施できることが望ましい。
　よって、本議会は、国及び政府に対し、以下の事
項を強く要望する。

１　学校給食法を改正し、国の責任において、全て
　　の市町村で学校給食の無償化を実施できるよう
　　に進めること。
２　国による恒久的な給食の無償化が行われるまで、
　　学校給食費の軽減策を実施する各市町村に対し
　　て、その財政支援の拡充を図ること。

内閣総理大臣　　石　破　　　茂　殿
財 務 大 臣　　加　藤　勝　信　殿
文部科学大臣　　あ　べ　俊　子　殿　　　　　　　　　　　山形県高畠町議会議長　　関　　陽　介

テ
ー
タ
ー
役
と
な
る
人

の
経
験
と
力
量
の
重
要

性
を
感
じ
る
と
共
に
、

委
員
全
員
が
新
鮮
で

様
々
な
思
考
を
学
ぶ
良

い
機
会
と
な
る
こ
と
を

実
感
し
た
。

　
今
後
、
議
員
間
討
議

も
そ
う
で
あ
る
が
、
議

会
懇
談
会
の
内
容
を
精

査
、
計
画
、
協
議
し
進

め
て
い
き
た
い
。

　１２月定例会で受理した請願「国による学校給食の無償化を求める意見書提出について」（請願者：学校給
食の早期無償化を目指す山形県民の会）を全会一致で採択し、下記の意見書を提出した。

意見書の提出



よ
り
、
６
年
度
の
増
収
見

込
額
を
約
７
千
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

問
　
７
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
目
標
額
は
い
く
ら

か
。

答
　
６
億
円
を
目
標
と
し

て
い
る
。

問
　
町
職
員
の
ス
ト
レ
ス

状
態
、
離
職
休
職
の
変
化

度
合
い
は
。

答
　
高
ス
ト
レ
ス
者
お
よ

び
離
職
者
は
増
加
傾
向
に

問
　
一
本
柳
周
辺
に
抜
本

的
な
治
水
対
策
を
す
る
と

す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
手

段
が
あ
る
か
と
そ
の
予
算

規
模
は
。
あ
わ
せ
て
、
一

本
柳
に
治
水
対
策
を
施
す

時
期
は
、
和
田
川
の
整
備

が
終
了
し
て
そ
の
後
動
向

を
注
視
し
て
と
の
こ
と
だ

が
、
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答
　
一
本
柳
地
区
の
雨
水

対
策
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
が
６
５
６
億
円
を
か
け
、

最
上
川
を
含
む
和
田
川
等

の
整
備
を
令
和
11
年
ま
で

の
計
画
で
事
業
を
進
め
て

い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
事
業
進

捗
の
情
報
を
得
な
が
ら
整

2025.1. 20－８－

町長　事業効果を十分に考慮しながら行っていく

効率的な町の経営を

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

竹
たけ

田
だ

正
まさ

樹
き

　議員

▲増水する屋代川

問
　
事
業
計
画
に
撤
退
条

件
を
付
加
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
は
、
テ
ス
ト
を
兼

ね
て
一
部
の
事
業
か
ら
撤

退
条
件
を
盛
り
込
む
こ
と

を
試
み
て
は
ど
う
か
。

答
　
一
律
的
な
撤
退
条
件

を
付
す
こ
と
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
各

事
業
の
廃
止
等
に
つ
い
て

は
、
事
業
効
果
、
必
要
性

を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら

行
っ
て
い
く
。

問
　
人
口
減
少
は
心
配
無

用
な
こ
と
か
。
そ
う
な
ら

そ
の
根
拠
の
説
明
、
逆
な

ら
ど
う
対
策
す
る
か
の
方

針
は
。

答
　
人
口
減
少
は
心
配
無

用
な
こ
と
で
は
な
く
、
町

と
し
て
も
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
を
鈍
化
さ
せ
る
た

め
に
様
々
な
施
策
を
展
開

す
る
な
ど
、
地
域
社
会
が

持
続
可
能
な
も
の
と
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
。

問
　
人
口
減
少
に
対
応
す

る
た
め
に
事
務
事
業
を
広

域
連
携
し
て
は
と
思
う
。

現
時
点
で
広
域
連
携
を

図
っ
て
は
と
思
う
も
の
は

あ
る
か
。

答
　
す
で
に
ゴ
ミ
処
理
や

共
同
電
算
化
、
消
防
業
務

な
ど
広
域
で
連
携
し
て
い

る
事
業
が
あ
る
。
今
後
も

広
域
で
連
携
す
る
こ
と
が

効
果
的
効
率
的
な
事
業
に

つ
い
て
は
、
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

備
効
果
を
確
認
し
て
い

く
。

問
　
そ
の
た
め
の
手
段

と
増
収
の
見
込
額
は
。

答
　
楽
天
ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
農
産
物
の
返

礼
品
を
増
や
す
こ
と
に

は
な
い
が
、
メ
ン
タ
ル
不

調
に
よ
る
休
職
者
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。

問
　
町
職
員
の
充
足
率
を

維
持
す
る
た
め
の
対
策
は
。

答
　
行
政
事
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
広
域
化
等
、
町
が

直
接
担
う
業
務
の
取
捨
選

択
を
進
め
、
必
要
な
職
員

数
と
な
り
手
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
町
独
自
の
認
証
制
度

の
目
的
、
販
売
の
仕
組
み

づ
く
り
手
段
、
長
期
的
計

画
、
効
果
の
程
度
は
。

答
　
認
証
を
受
け
る
こ
と

で
、
有
機
農
業
等
で
栽
培

さ
れ
た
農
産
物
の
「
見
え

る
化
」
を
図
る
も
の
で
、

認
証
を
受
け
た
生
産
者
に

は
認
証
シ
ー
ル
を
交
付
し
、

販
売
時
に
貼
っ
て
も
ら
う

予
定
。
試
行
的
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
地
域
内
の
流

通
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
。

人
口
減
少
へ
の

対
応
に
つ
い
て

水
害
対
策
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
を

増
や
す
に
は

町
職
員
の

労
働
環
境
に
つ
い
て

農
産
物
の
町
独
自
の

認
証
基
準
に
つ
い
て

2025.1. 20 －９－

教育長　主体的に判断できる力を育んでいく　

求められる子どもの教育は

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

直
なお

島
しま

義
よし

友
とも

　議員

問  

社
会
生
活
に
必
要
な

知
識
と
マ
ナ
ー
を
学
校
で

は
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

答
　
各
家
庭
の
教
え
を
基

盤
に
、
学
校
で
は
集
団
生

活
を
送
る
う
え
で
大
事
な

こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

問
　
人
間
関
係
づ
く
り
で

は
、
あ
い
さ
つ
が
大
事
と

言
っ
て
い
る
が
、
で
き
な

い
子
に
は
学
校
で
は
ど
の

よ
う
に
接
し
て
い
る
の
か
。

答
　
幼
小
中
連
絡
協
議
会

の
め
ざ
す
子
ど
も
像
の
一

番
目
に
「
あ
い
さ
つ
」
を

掲
げ
、
教
員
自
ら
あ
い
さ

つ
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
児
童
会
や
生
徒

会
等
、
子
ど
も
た
ち
の
自

治
的
活
動
で
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
　
知
識
を
得
る
に
は
読

書
が
大
事
だ
と
言
っ
て
い

る
が
、
先
生
や
友
達
と
の

会
話
か
ら
知
識
を
得
る
ほ

う
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
読
書
は
、
著
者
お
よ

び
自
分
と
の
対
話
を
通
し

て
知
識
を
得
、
考
え
る
力

を
育
む
と
捉
え
て
い
る
。

問
　
将
来
の
予
想
が
困
難

な
時
代
だ
か
ら
、
生
き
抜

く
力
が
必
要
だ
と
言
っ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

自
分
で
善
悪
の
判
断
が
で

き
る
子
ど
も
を
育
て
る
に

は
ど
う
す
べ
き
か
。

答
　
道
徳
の
学
習
を
通
し

て
、
主
体
的
に
判
断
で
き

る
力
を
育
ん
で
い
く
。

問
　
小
学
校
時
か
ら
道
徳

教
育
な
ど
で
、
刑
法
や
民

法
な
ど
の
罰
則
を
教
え
る

こ
と
で
、
子
ど
も
が
犯
罪

に
染
ま
ら
な
い
よ
う
な
教

育
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
学
校
で
の
現
状
と
今
後

の
方
策
は
。

答
　
道
徳
の
時
間
を
要
と

し
て
、
学
校
教
育
全
体
で

道
徳
教
育
に
取
り
組
み
、

判
断
力
、
規
範
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教

育
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

問  

共
同
浴
場
の
利
用
頻

度
が
高
い
人
ほ
ど
、
健
康

で
幸
福
だ
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
く
、
元
気
で
あ
る

と
の
調
査
結
果
が
あ
る
。

　
高
齢
者
に
共
同
浴
場
を

活
用
す
る
方
策
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

答
　
温
泉
を
活
用
し
た
介

護
予
防
事
業
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
そ
の
効
果
な
ど

有
効
性
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
も
介
護
予

防
事
業
は
、
民
間
企
業
や

医
療
・
福
祉
関
係
機
関
と

連
携
し
展
開
し
て
い
く
。

問  

１
０
３
万
円
以
上
働

く
と
税
負
担
が
増
え
る
。

　
物
価
高
、
最
低
賃
金
が

ア
ッ
プ
す
る
中
で
、
こ
の

壁
を
維
持
し
た
ま
ま
で
は
、

町
民
生
活
の
安
定
性
が
損

な
わ
れ
る
。

　
課
税
限
度
額
を
上
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

答
　
所
得
税
に
関
し
て
は
、

所
得
税
法
、
町
民
税
に
関

し
て
は
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
各
種
控
除
額
が
決

ま
る
。
各
種
控
除
額
に
つ

い
て
は
法
律
の
規
定
に
従

う
こ
と
に
な
る
。

町
民
の
健
康
維
持
と

共
同
浴
場
の
活
用

１
０
３
万
円
の
壁
に

つ
い
て

▲朝のあいさつ運動（亀岡小学校）
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町長　より良い事業の在り方を検討していく

全ての敬老者へ感謝と祝意を

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

伊
い

澤
ざわ

良
よし

治
はる

　議員

問
　
令
和
６
年
度
か
ら
敬

老
会
は
町
主
催
で
は
な
く

各
集
落
や
団
体
の
判
断
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

開
催
す
る
場
合
は
一
人
千

円
の
補
助
金
支
給
と
な
っ

た
が
、
現
時
点
で
は
約
３

割
の
実
施
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
全
て
の
対
象

者
に
敬
老
の
感
謝
と
祝
意

を
表
明
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
実
施
主
体
と
な

る
各
集
落
の
区
長
へ
の
相

談
・
支
援
等
も
大
事
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
　
近
年
の
敬
老
会
の
参

加
率
の
低
迷
や
感
染
症
の

影
響
等
か
ら
、
事
業
の
見

直
し
を
行
う
時
期
に
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

等
を
参
考
に
検
討
し
た
。

　
６
年
度
の
実
施
状
況
も

踏
ま
え
、
さ
ら
に
自
治
区

区
長
の
負
担
等
も
考
慮
し
、

今
後
も
よ
り
良
い
事
業
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
敬
老
会
の
在
り
方
の

変
更
の
決
定
は
、
町
民
が

理
解
・
納
得
す
る
十
分
な

情
報
が
不
足
し
て
い
た
と

考
え
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
審
査
会

の
検
討
内
容
の
公
開
、
敬

老
会
へ
の
町
民
の
意
見
等

の
公
募
な
ど
情
報
を
提
供

し
、
開
か
れ
た
町
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
敬
老
事
業
の
見
直
し

は
、
７
０
０
人
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
さ
ら
に
老
人
ク
ラ

ブ
会
長
や
民
生
委
員
児
童

委
員
会
長
等
と
の
検
討
会

も
開
催
し
意
見
を
お
聞
き

し
て
い
る
。
６
年
度
ま
で

の
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る

中
、
最
大
限
努
力
し
た
と

考
え
て
い
る
。

問
　
防
災
無
線
に
よ
る
町

民
へ
の
呼
び
か
け
は
、
事

件
発
生
か
ら
９
時
間
後
の

午
前
11
時
半
で
あ
っ
た
。

　
犯
人
は
凶
器
を
持
っ
て

逃
走
中
で
あ
り
、
警
戒
と

安
全
の
た
め
に
も
緊
急
性

が
あ
っ
た
の
で
、
防
災
無

線
に
よ
る
放
送
は
早
め
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
防
災
行
政

無
線
で
の
犯
罪
情
報
の
放

送
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、

警
察
署
か
ら
の
要
請
も
な

か
っ
た
た
め
、
情
報
等
の

確
認
に
時
間
を
要
し
た
。

　
関
係
機
関
と
協
議
し
な

が
ら
、
今
後
の
取
り
扱
い

を
検
討
し
た
い
。

問
　
火
災
や
地
震
、
水
に

溺
れ
る
な
ど
の
訓
練
は
あ

る
が
、
日
常
生
活
で
自
分

の
服
に
火
が
付
い
た
場
合

の
対
処
の
仕
方
や
訓
練
は

が
必
要
と
考
え
る
。
消
防

署
で
は
、
子
ど
も
だ
け
で

火
を
使
わ
な
い
こ
と
、
衣

服
へ
の
着
火
を
予
防
す
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
た

め
、
周
知
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

問
　
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し

た
場
合
の
救
命
率
は
、
２

倍
以
上
高
い
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
に
つ
い
て
の
理
解

は
進
ん
で
い
な
い
と
考
え

る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
の

広
報
、
実
技
訓
練
等
を
広

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
。

答
　
今
後
と
も
高
畠
消
防

署
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

応
急
手
当
の
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
る
機
会
の
創

出
や
講
習
受
講
へ
の
啓
発

に
積
極
的
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
応
急
手

当
に
対
す
る
理
解
促
進
と

実
際
に
使
用
で
き
る
人
の

増
加
に
努
め
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。
　

な
か
な
か
な

い
。
年
間

５
０
０
人
も

の
方
が
着
衣

着
火
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、

義
務
教
育
段

階
で
着
衣
着

火
の
訓
練
が

大
事
で
は
な

い
か
。

答
　
特
に
小

学
生
は
発
達

段
階
で
受
け

取
り
方
が
異

な
る
た
め
、

慎
重
な
対
応

情
報
の
公
開
を
推
進

着
衣
着
火
の
訓
練
は

必
要

Ａ
Ｅ
Ｄ
活
用
で

救
命
率
を
高
め
る

▲輪投げを楽しむ老人クラブの皆さん

コ
ン
ビ
ニ
強
盗
事
件

と
防
災
無
線

答
　
近
年
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
伴
い
、
河
川
の

草
刈
り
が
年
々
厳
し
く
な

り
、
作
業
範
囲
の
見
直
し

の
要
望
を
多
数
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
そ
の
よ

う
な
実
態
を
踏
ま
え
、
作

業
範
囲
の
見
直
し
や
作
業

時
間
に
つ
い
て
見
直
し
を

進
め
て
い
く
。

問
　
河
川
の
支
障
木
撤
去

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

答
　
町
を
流
れ
る
河
川
の

殆
ど
が
国
や
県
が
管
理
し

て
い
る
。
６
年
度
は
、
県

の
事
業
と
し
て
、
屋
代
川
、

砂
川
、
小
黒
川
、
鬼
面
川

の
支
障
木
伐
採
等
を
実
施

す
る
予
定
。

　
町
と
し
て
は
、
地
元
の

河
川
愛
護
団
体
と
連
携
し

県
に
要
望
活
動
を
継
続
し

て
い
く
。

2025.1. 20 － 11 －

町長　応援する体制を整えていく

子育て支援のまちづくりを

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

山
やま

木
き

義
よし

昭
あき

　議員

問
　
令
和
７
年
度
の
子
育

て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
　
人
口
減
少
社
会
に
対

応
し
、
町
民
が
し
あ
わ
せ

を
感
じ
ら
れ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
す
、
第
６
次
高
畠
町

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
着
実
な
推
進
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。
今
年
度
は

子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
の
調

査
を
行
い
、
第
３
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
内
閣
府
よ
り
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
の
採
択
を
受
け

官
民
協
働
に
よ
る
「
ま
ち

ま
る
ご
と
子
育
て
推
進
事

業
」
を
実
施
し
、
町
全
体

で
子
育
て
を
応
援
す
る
体

制
お
よ
び
機
運
の
醸じ
ょ
う
せ
い成を

図
る
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
。

問
　
男
性
の
育
児
休
暇
取

得
が
進
ま
な
い
。
町
職
員

が
取
得
す
る
た
め
の
支
援

策
と
取
得
時
の
退
職
金
や

年
金
へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

答
　
２
年
度
に
初
め
て
男

性
職
員
の
育
児
休
業
取
得

が
あ
り
、
５
年
度
ま
で
５

名
が
取
得
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
男

性
職
員
に
対
し
て
は
、
出

生
後
の
休
暇
制
度
等
を
ま

と
め
た
資
料
を
配
付
し
て

説
明
し
、
希
望
を
踏
ま
え

対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
も
相
談
し
や
す
い

環
境
を
整
備
し
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
る
予
定
の
男
性

職
員
を
的
確
に
把
握
し
、

遅
滞
な
く
相
談
対
応
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
１
か
月
以
上
の
育
児
休

業
の
場
合
、
退
職
金
に
影

響
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る

が
、
年
金
額
へ
の
影
響
は

な
い
。

問
　
高
齢
化
が
進
む
な
か

で
の
河
川
清
掃
へ
の
取
り

組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

男
性
の
育
児
休
暇

河
川
清
掃
に
つ
い
て

支
障
木
対
応

▲次代を担う子どもたち
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町長　広報での周知等、普及啓発を行っていく

積極的な認知症対策を

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

佐
さ

藤
とう

純
じゅん

子
こ

　議員

問
　
認
知
症
の
方
へ
の
ケ

ア
技
法
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー

ド
」
（
※
図
参
照
）
に
つ

い
て
積
極
的
に
普
及
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

　
あ
わ
せ
て
「
徘
徊
事
前

登
録
」
に
つ
い
て
身
元
特

定
の
有
効
な
手
段
と
し
て

「
爪
Ｑ
シ
ー
ル
」
の
導
入

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
等
で
伝
え

コ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
他

の
ツ
ー
ル
も
含
め
て
検
討

す
る
。

問
　
令
和
６
年
６
月
の
一

般
質
問
以
降
の
町
の
現
状

と
７
年
度
か
ら
の
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
の
啓
発
推

奨
に
つ
い
て
の
計
画
は
。

答
　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
の
現
状
は
、
接
種
実
績

が
な
い
４
９
９
人
の
う
ち

再
勧
奨
後
、
１
０
６
人
が

接
種
を
開
始
し
た
。

　
７
年
度
も
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
対
象
者
へ
の
個

別
通
知
な
ど
で
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
く

問
　
赤
ち
ゃ
ん
用
に
粉
ミ

ル
ク
で
は
な
く
液
体
ミ
ル

ク
を
常
備
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
町
の
備
蓄

状
況
に
つ
い
て
現
状
と
今

後
の
計
画
は
。

答
　
液
体
ミ
ル
ク
は
賞
味

期
限
が
短
い
た
め
備
蓄
し

て
い
な
い
。
各
自
で
の
備

蓄
を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、

メ
ー
カ
ー
等
と
の
協
定
も

検
討
し
た
い
。

問
　
最
近
多
発
す
る
車
上

荒
ら
し
や
空
き
巣
、
強
盗

事
件
な
ど
町
民
の
不
安
を

取
り
除
く
た
め
に
、
主
要

な
町
道
や
通
学
路
、
商
店

街
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
求
め
る
声
が
多
く
あ

る
が
、
町
の
現
状
と
増
設

の
計
画
は
。

答
　
安
全
や
犯
罪
抑
止
の

た
め
、
７
施
設
に
44
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
る
。
町
道
等
に
設
置
す

る
計
画
は
な
い
が
、
強
盗

事
件
も
発
生
し
て
お
り
、

今
後
、
団
体
対
象
の
補
助

金
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
６
年
度
、
当
町
に
お

い
て
果
樹
や
野
菜
、
米
の

品
質
、
収
穫
量
は
、
台
風

や
猛
暑
な
ど
自
然
災
害
の

影
響
を
受
け
た
か
。
受
け

た
場
合
、
町
独
自
で
の
支

援
は
考
え
て
い
る
か
。

答
　
６
年
度
産
、
米
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
以
外
の
果
樹
に

つ
い
て
は
順
調
に
収
量
の

確
保
が
で
き
た
。
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
高
温
障
害
等
に
対

す
る
支
援
は
、
県
の
補
助

を
活
用
し
、
資
機
材
や
設

備
の
導
入
に
対
し
行
っ
て

い
く
。

問
　
円
安
に
よ
る
輸
入
飼

肥
料
、
光
熱
費
な
ど
物
価

高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
高
に

よ
り
離
農
の
危
機
が
続
い

て
い
る
。
町
の
重
要
な
産

業
で
あ
る
畜
産
お
よ
び
酪

農
家
に
対
し
て
の
町
の
支

援
は
。

答
　
限
ら
れ
た
町
独
自
の

財
源
で
は
十
分
な
支
援
は

困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、

国
の
交
付
金
制
度
や
県
の

補
助
を
い
た
だ
き
な
が
ら

支
援
し
て
い
く
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て

農
家
の
支
援
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

て
い
る
対
応

方
法
と
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド

の
技
法
は
類

似
し
て
い
る

部
分
も
あ
り
、

そ
の
技
法
を

学
習
し
、
広

報
で
の
周
知

等
、
普
及
啓

発
を
行
っ
て

い
く
。

　
認
知
症
高

齢
者
等
の
徘

徊
の
早
期
対

応
に
つ
い
て

は
、
Ｑ
Ｒ

2025.1. 20 － 13 －

町長　現状（４割）以上の負担軽減を目指す

次年度どうする
「学校給食費の支援策」

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

菊
きく

地
ち

英
ひで

雄
お

　議員

問
　
町
長
は
、
就
任
時
か

ら
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
目
指
し
て
、
食
材
の
高

騰
化
対
応
や
第
３
子
以
降

の
全
額
無
料
化
、
さ
ら
に

３
割
、
４
割
の
補
助
拡
大

へ
と
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
き
た
。

　
任
期
後
半
の
次
年
度
に

向
け
、
無
償
化
を
ど
う
進

め
て
い
く
考
え
か
。

答
　
保
護
者
へ
の
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
抑
制
策

を
最
優
先
に
第
３
子
以
降

の
無
償
化
を
継
続
し
つ
つ
、

現
状
以
上
の
負
担
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
財
源
確
保
に
向

け
た
強
化
策
を
図
り
、
無

償
化
実
現
に
近
づ
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
令
和
５
年
９
月
か
ら

６
年
に
か
け
１
年
間
、
デ

マ
ン
ド
交
通
利
用
し
置
総

病
院
ま
で
の
実
証
実
験
を

行
っ
た
。

　
実
験
の
結
果
や
、
利
用

者
と
町
民
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
か
ら
、
ど
う

い
っ
た
課
題
が
あ
る
と
分

析
し
、
今
後
の
早
い
時
期

で
の
運
行
再
開
、
本
格
的

な
病
院
等
ま
で
の
公
共
交

通
に
よ
る
足
の
確
保
を
望

む
声
に
、
具
体
的
に
ど
う

応
え
て
い
く
の
か
。

答
　
当
初
予
想
よ
り
利
用

者
が
少
な
か
っ
た
と
感
じ

て
お
り
、
重
症
患
者
の
医

療
や
専
門
性
の
あ
る
外
来

等
を
担
う
「
二
次
医
療
機

関
」
で
あ
る
公
立
置
賜
総

合
病
院
に
定
期
的
に
通
う

必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
交

通
手
段
と
し
て
デ
マ
ン
ド

交
通
を
選
択
す
る
必
要
が

あ
る
方
が
多
く
な
か
っ
た

と
分
析
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
７

年
度
に
つ
い
て
は
、
車
の

共
同
利
用
等
に
よ
る
移
動

支
援
の
試
験
的
実
施
や
福

祉
的
見
地
か
ら
支
援
す
る

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

く
。

問
　
町
職
員
で
自
己
都
合

に
よ
る
早
期
退
職
者
が
、

こ
の
10
年
間
に
20
代
か
ら

50
代
ま
で
が
14
人
で
あ
り
、

な
か
で
も
20
代
、
30
代
の

若
手
が
多
数
を
占
め
て
い

る
よ
う
だ
。
そ
の
傾
向
を

ど
う
見
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
職
員
が
精
神
疾

患
な
ど
で
休
職
し
て
い
る

実
態
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

業
務
量
に
対
す
る
人
員
不

足
や
、
役
職
兼
務
ほ
か
、

一
部
の
職
員
へ
の
業
務
集

中
等
が
な
い
の
か
。
今
こ

そ
業
務
量
縮
減
や
効
率
化

等
が
必
要
で
あ
り
、
町
民

生
活
を
支
え
る
町
職
員
の

意
欲
が
高
ま
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
対
策
の
現
状
と
町
長
の

思
い
は
。

答
　
こ
こ
数
年
の
若
手
職

員
の
退
職
事
由
に
は
、
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

考
え
た
転
職
と
い
う
傾
向

も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
業
務
量
の
縮
減
・
効
率

化
に
向
け
、
６
年
６
月
に

「
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改

革
」
の
実
施
宣
言
を
行
い
、

８
月
に
は
全
職
員
研
修
を

行
っ
た
。

　
今
後
も
職
員
と
意
見
交

換
し
な
が
ら
、
横
の
連
携

を
柔
軟
に
図
る
こ
と
の
で

き
る
機
動
力
の
あ
る
組
織

体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
職
員
が
能
力
を
発
揮

し
、
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る

風
通
し
の
良
い
職
場
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

▲望まれる実証実験生かした本格的な交通確保策

置
総
病
院
ま
で
の
足
の

確
保
、
そ
の
具
体
化
は

町
職
員
の
意
欲
が

高
ま
る
環
境
へ
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３月定例会を傍聴しませんか　
３月５日（水）～2１日（金）

本会議の傍聴は自由です。
詳しい日程は２/２８以降町ホームページでご確認ください。

問い合わせ先　議会事務局☎52-4485

◦表紙のひと◦

まほろば人

き・ら・り

羽
は

　隅
すみ

　　匠
たくみ

 さん（二井宿）

　今回のきらり・まほろば人は、二井宿地区筋の羽隅匠さん。
　羽隅さんは酪農家としては５代目で、北海道の帯広畜産大学で学びました。
　大学時代に搾乳のアルバイトをした時の農家さんが、自家育成の牛を販売で
きるほど優秀に育てているのを目の当たりにし、そこでの経験が今の酪農経営
の基礎になっており、家族経営で「こだわりの酪農」を実践しています。

自給飼料、自家育成で足腰の強い酪農経営を

　まもなく就農して９年目となります。当初はただ
漠然と「親の後を継ぐ」ということしか考えておら
ず、新しく取り組みたいことや、将来のビジョンが
特にありませんでした。
　しかし、経営者として仕事に打ち込むうちに大切
にしなければならないこと、やってみたいと思うこ
とが増えてきました。

　経営をするうえで大事にしているのは、「自給飼
料」と「自家育成」の二本柱です。
　良質な粗飼料をお腹いっぱいに食べた牛から健康
な仔牛をとり、またその仔牛も良質な粗飼料を食べ
て丈夫な成牛へと成長していきます。その過程で出
てくる糞尿は堆肥となり、畑へと還元されます。こ
の循環を絶やさないように日々の仕事に従事してい
ます。

　自給飼料はデントコーンを栽培しています。近隣
の住民に堆肥を無償で提供し、育てたデントコーン

～羽隅さんの想い～
を我が家で刈り取らせていただく耕畜連携を図って
います。その他にも限定的ではありますが、畑作農
家や果樹農家の方にも堆肥を提供しています。あり
がたいことに長年愛用していただいています。
　デントコーンを育てるうえでイノシシやクマによ
る獣害が年々増加しています。そのため、最近は電
気柵だけでは限界を感じ始めています。そこで近隣
の猟友会と連携して、牧場で発生した傷んだ飼料を
罠に使用していただいています。猟友会の方々には
毎年大変お世話になっており、私も将来的には狩猟
免許を取得して害獣駆除に力を入れたいと思ってい
ます。

　自家産の牛からまたその仔牛をとり、一頭一頭愛
情をかけて大切に育てることを心がけています。
　２年前から始めたゲノム分析のおかげで、より効
率的に優秀な後継牛を残すことが可能となり、牛群
改良に取り組むことが楽しくなってきました。
　今後も優秀な育成牛を増やしていき、将来的には
個体販売にも力を入れていきたいと考えています。
我が家の育成牛がリピーターのつくくらい高評価を
得られるように頑張ります！

就農して９年目

「自給飼料」と「自家育成」

自給飼料はデントコーンを栽培

自家育成の牛に愛情をこめて
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